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１．活力 

（１）基幹ネットワークの整備 

＜事例１＞ 

主要都市間を連絡する規格の高い道路 東九州自動車道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県外就職率は、高速道路整備が進んでいる地域との差が歴然。 

・高速道路が開通している九州北部に企業立地が集中。 

・宮崎県の自立と発展のためには高規格幹線道路の整備は最低の条件。 

宮崎の豊富で良質な労働力と環境を活かす。（宮崎県より） 

生産誘発額
九州：約３．９兆円

宮崎：約５．７千億円

雇用誘発
九州：約１５７千人
宮崎：約２６千人

生産誘発額
九州：約３．９兆円

宮崎：約５．７千億円

雇用誘発
九州：約１５７千人
宮崎：約２６千人

企業誘致
有効求人倍率⇒（全 国：０．９２，大分県０．９１，宮崎県：０．５９，延 岡：０．４５）

県外就職率⇒（全 国：１９．３％，大分県２４．４％，宮崎県：４１．２％ ）

県内での就職が厳しい！

製造品出荷額等⇒ （福岡県： ８．２兆円，
（平成１８年度） 大分県：３．９兆円，

宮崎県： １．３兆円）

大分県
１２１件

自動車関連立地状況

福岡県
３５９件 宮崎県

６８件

高速道路ネットワーク
完成時に予想される

経済波及効果
「H16.5 東九州軸産業戦略委員会」

立地規模
：50件
：20件
：10件

宮崎県の自立と発展のためには
高規格幹線道路の整備は最低の条件

高速道路が開通している九州北部に、
企業立地が集中！

【整備後】IC10km以内工業団地１８／２０

県外就職率は、高速道路整備が
進んでいる地域との差が歴然！

細島港を活用する企業進出が期待できる
細島港貨物量:4百万ｔ（計画の約50％）

（参考）大分港:67百万ｔ

【現況】ICから10km以内の工業団地９／２０

高速道路が完成すると・・・・

（平成１９年１２月）

高速道路ICからの距離別立地件数（全国、H18)

0～
5km

５～
１０km

１0～
２０km

２0～
３０km

３0～
４０km

４0～
５０km

５0km
以上

57.5

24.0

13.3

【数値はネットワーク整備後と未整備時（H16.4.1)の差】

企業が望む立地の条件
輸送コスト縮減→

交通インフラの充実

他地域との
差が歴然！
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＜事例２＞ 

主要都市間を連絡する規格の高い道路 紀勢自動車道・熊野尾鷲道路 

 

0

6

12

18

12 13 14 15 16 17 18
年度

（万人）

熊野古道伊勢路入込み客数 

医療施設への時間短縮効果 

0 1 2 3

開通後

現在

伊勢～熊野

時間短縮効果

熊野

伊勢

熊野古道 

 

・ 熊野古道の年間入り込み客数は、世界遺産に登録された平成１６年以降急増。 

・ 紀勢自動車道・熊野尾鷲道路は熊野古道と伊勢神宮を結ぶ観光周遊ルートを形

成。 

・ 伊勢神宮式年遷宮との相乗効果により、８４０万人を上回る来訪者を予想。 

・ 東海・東南海地震の発生も想定されており、災害や異常気象に強いライフラインと

しての効果が期待。 

・ 医療施設への定時性が確保されるとともに約１時間の所要時間の短縮 

伊勢神宮式年遷宮を契機とした地域活性化に向けた幹線道路網整備（三重県より） 

紀勢自動車道 紀勢IC（仮称）
平成２０年度開通予定 
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＜事例３＞ 

主要都市間を連絡する規格の高い道路 鳥取豊岡宮津自動車道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鳥取豊岡宮津自動車道は兵庫県但馬地域から京阪神地域や、北東アジアへの

ゲートウェイとなる舞鶴港、境港への基幹となる道路。 

・ H１６の台風２３号により、豊岡市への幹線道路が通行止め。救急活動、緊急援助物

資の輸送、生鮮食料品の輸送が困難。 

・ 物流基盤の強化、観光アクセス、救急医療機関へのアクセスなど連携・交流の促

進、災害時の緊急路として期待。 

災害時の代替路となる高規格道路の整備（兵庫県、鳥取県より） 
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【参考】日沿道・仁賀保本荘道路 平成１９年９月１７日開通 

○これまでの国道7号は、渋滞が発生するなどの物流面の課題から工場はあまり立地

していない状況。 

○開通後は、渋滞の解消や本荘ICと本荘工業団地とのアクセスが向上し、TDKの新工

場建設が決定。 

○新工場立地によって、１，４００人の新規雇用が創出。 

◇ 日沿道･仁賀保本荘道路の開通を契機に工場が立地し新たな1,400
人の雇用を創出  

西目出戸交差点の渋滞  

開通した仁賀保本荘道路 

・工事期間

・延延長長

・事g業g費

・幅 員

【国道7号 仁賀保本荘道路】

平成14年度～事業中

12.5km(H19開通11.2km）

約360億円（H19開通区間）

12.0m（暫定）

【日沿道（本荘～岩城）】

平成12年度～平成19年度

21.6km

約760億円

12.0m（暫定）

・工事期間

・延延長長

・事g業g費

・幅 員

【国道7号 仁賀保本荘道路】

平成14年度～事業中

12.5km(H19開通11.2km）

約360億円（H19開通区間）

12.0m（暫定）

【日沿道（本荘～岩城）】

平成12年度～平成19年度

21.6km

約760億円

12.0m（暫定）

○国道7号の交通の
４割が日沿道に転換

国道７号：12,000台/日
日沿道 ： 9,000台/日国道７号：21,000台/日

○国道7号の交通の
４割が日沿道に転換

○国道7号の交通の
４割が日沿道に転換

国道７号：12,000台/日
日沿道 ： 9,000台/日国道７号：21,000台/日
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【参考】中国横断道姫路鳥取線 

 
◇ 姫路鳥取線の開通を見据え、企業の進出が活発化。  

○鳥取県東部では、２００９年度の中国横断道姫路鳥取線の開通や山陰道の整備を見

据え、企業の進出が活発化。 

○Ｈ１４～Ｈ１９の６年間に進出した企業は延べ５１社、新たに約８００人の雇用を創出。 

セコム山陰

サングルメ

三伸工業

シルバーロイ

ブライトン（冷凍食品等製造）

（データセンター）

（工業用伸縮継手等製造）

（超硬質合金金型製
造）

（自動車電子機器ｹｰﾌﾞﾙ等製造）

ジリオンネットワーク
（IT関連会社）

エービーエル
（情報ｾｷｭﾘﾃｨ）

リプラス
（温泉水製
造）

長谷川商店
（玄米茶、穀類茶製造）

パイオニアメタルパーツ
（金属プレス、加工）

ツーウェイシステム
(ﾃﾚﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ)
アクセルテクノロジー
(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ周辺機器設計開発)
アイ・エス・ビー
(ｼｽﾃﾑ・ｿﾌﾄｳｪｱ開発)

エムアンドシーシステム
(生産管理等ｼｽﾃﾑ開発)

シンフォニーエレクトロニクス
（スイッチ部品の開発・製造）

姫路鳥取線

河原IC（仮称）

鳥取南IC（仮称）

鳥取IC（仮称）

▼鳥取県東部の主な誘致企業位置図
（Ｈ１４－１９）

智頭IC

Ｈ
２

１
年

度
供

用
予

定

Ｈ
２

０
年

度
供

用
予

定

Ｈ
１

９
年

度
供

用

智頭南IC

●鳥取市～大阪市間の所要時間●鳥取市～大阪市間の所要時間

資料／日本交通株式会社高速バス時刻表

現況：約3時間20分

鳥
取
市

大
阪
市

約約5050分短縮分短縮
（積雪時は約（積雪時は約8787分短縮）分短縮）

姫路鳥取線整備後：約2時間30分

※（積雪時）約3時間57分

10.9%

13.4%

27.9%

6.1%

25.5%

23.1%

13.8%

27.9%

27.5%

23.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

高速道路が直結（近接）していること

新規立地場所から他の事業拠点や

取引先への物流時間が短いこと

物流コストが安いこと

空港や港湾に隣接していること

関連企業と近接していること

土地が安いこと

十分な用地面積が確保できること

行政の支援が十分であること

労働力が確保できること

その他

現在、検討

している
1%

今後、可能

性は出てく
ると思う

17%

その可能

性は全く無

いと思う
82%

約２割の事業所
が進出意向の
可能性を示す

▼姫路鳥取線整備後の
鳥取への進出意向

※資料／鳥取河川国道事務所調べ
（H18,H19 県外事業所調査）

▼新たな地域に進出する場合に
重視する条件

県外企業の鳥取東部地域への進出意向＆条件は？

交通条件では
物流コストの安
さを重視

Ｎ＝１４７

Ｎ＝２４７

▼鳥取県東部の工業団地分譲率

H17.4

H19.6

分譲中

40%
分譲済

60%

分譲中

15%

分譲済

85%

約１年
２ヶ月
で分譲
率が
２５％
増加

資料／鳥取県企業立地課調べ

(件)

3 5
9 10

18
23

6
7

11
14

22

28

9
12

20
24

40

51

0

10

20

30

40

50

60

H14 H15 H16 H17 H18 H19

単独進出企業

誘致企業

▼鳥取県東部の企業進出状況（累積）
※Ｈ１４年度からの積み上げ

姫路鳥取線
開通に向け
て増加

Ｈ
２１
年
度

姫
路
鳥
取
線
鳥
取
県
側
全
線
開
通

※Ｈ19年度はH20.1末までの件数 
単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数 
誘致企業：行政が誘致した企業数 
資料／鳥取県商工労働部、鳥取市産業振興課の提供資料により鳥取河川国道事務所まとめ  
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＜事例４＞ 

大都市の環状道路 東海環状自動車道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 名古屋圏域は、名古屋市を中心に３０～４０km に点在する都市で形成。 

・ 東海環状自動車道は都市間の連携を強化。東回り区間の開通により、沿線工業

団地が完売。 

・ 西回り区間については４，８００億円/年の生産額増加（試算）。 

人・モノが活発に交流する岐阜県（岐阜県より） 

アクセス時間の短縮 
東海環状自動車道西回り沿線の市町から四日市港や名古屋港への到達時間の短縮 
西回り効果により名古屋港までのアクセス時間が短縮する地域

※旧上石津町は最寄り港が現在は四日市港

※所要時間短縮は西回り以外の道路整備効

 

岐阜県 愛知県三重県

東海環状西回り沿線地域

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

そ
の

他
三

重

北
勢

西
濃

岐
阜

中
濃

（
郡

上
除

く
）

東
濃

飛
騨

・
郡

上

豊
田

加
茂

岡
崎

・
衣

浦
・
西

尾

東
三

河

名
古

屋
・
尾

張
東

部

尾
張

西
部

・
尾

張
北

部

知
多

0

50

100

150

200

250

300

350
 生産額変化（全産業）  生産額変化率（全産業）（％） (10億円/年)

※東海３県平均
　０．８％

経済波及効果（生産額の拡大） 
東海環状自動車道西回りの整備がもたらす経済波及効

果。ＳＣＧＥモデルを用いて時間短縮がもたらす生産額

増減を試算。 

（年）
東海環状西回り整備前

（生産額）

完成

東海環状西回り整備後

※効果が最大限発現された後の生産額と整備前の生産額の差  

参考：中部地方整備局パンフレット

名古屋

東名

第二東名

中
央道

東
海
北
陸

新名神

東
名

阪

名神

25分
短縮！

45分
短縮！

40分
短縮！

70分
短縮！

現 在：70分

開通後：45分

現 在：100分

開通後：55分

開通前：90分

開通後：50分

開通前：110分

開通後：40分

四日市市

大垣市

岐阜市
関市

土岐市

豊田市

注：SCGE モデルとは、空間的応用一般均衡モデルのことで、市場の

価格メカニズムによる波及効果を含むストック効果を推定するモデル

 

・ 四日市～大垣市～岐阜市・関市間の所要時間が大幅に短縮され、東海北陸自

動車道を利用した日本海側との新たな物流が生まれる事が期待。 

伊勢神宮式年遷宮を契機とした地域活性化に向けた幹線道路網整備（三重県より） 
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＜事例５＞ 

大都市の環状道路 首都圏三環状道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 東京首都圏における環状道路の整備は北京・ソウルなど諸外国の首都に大きく

遅れているところ。 

 ・ 三環状道路により陸/海/空を結ぶネットワークが整備され国際競争力が向上。

 ・ 多摩地域が首都圏の中核拠点に発展。 

 ・ 交通インフラのゆとりが快適で利便性の高い都市生活を実現。 

三環状道路により東京が生まれ変わる。（東京都ほかより） 

10 年後の東京の姿 陸・海・空を結ぶネットワークが 
飛躍的に向上 

交通需要への対応から、

インフラを活かしたより機

能的で魅力的な都市づく

りが可能 

整備率 空港容量 空港容量 国内線需要 外貿コンテナ貨物量

約35％⇒約90％ 29.6⇒40.7（万回/ 20⇒22(万回/年) 560万人(2022年) 359⇒460(万TEU)
（2016年）  (2009年末) （2009年度末） 雇用創出 （2015年）

国内旅客数 国際旅客数 　8,850人(2022年) 24時間365日
5,905⇒8,030(万人) 3,063⇒5,210（万 フルオープン化

(2017年度) (2012年度)
国際旅客数
81⇒700(万人)

(2010年)

三環状道路の
整備

羽田空港の
再拡張・国際化

横田基地の
軍民共用化

東京港のふ頭
機能強化

成田空港の平行滑
走路延伸
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＜事例６＞ 

空港・港湾へのアクセス道路 九州自動車道のｱｸｾｽ道路、東九州自動車道等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜東九州自動車道＞
全延長 ４３６km
供用済 １５８km ３６％  

宇佐IC

工事中１３km

福岡県境

中津市
ダイハツ九州

中津港

トヨタ自動車九州

日産自動車

北九州空港

大分空港

県北区間

北九州市

大分市
大分市または北九州市から

約60分圏域拡大

東九州自動車道 全線供用前
東九州自動車道 全線供用後

東九州自動車道
供用中
事業中

宇佐IC

工事中１３km

福岡県境

中津市
ダイハツ九州

中津港

トヨタ自動車九州

日産自動車

北九州空港

大分空港

県北区間

北九州市

大分市
大分市または北九州市から

約60分圏域拡大

東九州自動車道 全線供用前
東九州自動車道 全線供用後

大分市または北九州市から
約60分圏域拡大

東九州自動車道 全線供用前
東九州自動車道 全線供用後

東九州自動車道
供用中
事業中

東九州自動車道
供用中
事業中

自動車

物流貿易区

トヨタ

広州工場

広州トヨタ

エンジン工場

1次

サプライヤー

1次・2次

サプライヤー

2次・3次

サプライヤー

【トヨタ関連工場群拡大図】

福岡県

10km

分散している関連工場
を道路ネットワークで連携

福岡県境～宇佐間 約１３km（有料区間）

 

西日本高速道路（株）事業中 

・中津港、新北九州空港へアクセス向上 

・物流効率化→北部九州「カーアイランド九州」 

          「ダイハツ九州㈱（中津市）」他 

・通勤圏拡大 

◆中国（広州）と福岡県の自動車関連工場等の立地状況比較

 

・ 広大な土地を持つ中国では、工場群として関連工場を集約し効率化。 

・ 福岡県では、県内各地域に点在する関連工場を道路ネットワークで連携するこ

とにより対抗。 

 

・ 東九州自動車道により、生産拠点等と中津港や新北九州空港とのアクセスを向

上。 

 

北部九州自動車１５０万台生産拠点構想（福岡県より） 

交通ネットワークの充実（大分県より） 
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＜事例７＞ 

空港・港湾へのアクセス道路 一般国道２号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 国道２号は、通勤・通学をはじめ、物流等の経済活動、医療等の救急活動、防

災活動等さまざまな面において地域の主要な幹線道路。 

・ 渋滞が慢性化している国道３１５号との交差点（三田川交差点）が顕著で企業活

動、日常生活に深刻な影響。 

・ 立体化による渋滞緩和により、臨海部（特定重要港湾徳山下松港）のコンビナー

トを中心とする工場群へのアクセスが向上。 

安全で快適な都市交通網の形成（山口県より）

徳山西IC

徳山東IC

315

489

188

２

２

三田川交差点

一般国道2号
周南立体事業

山陽自動車道

特定重要港湾
徳山下松港

徳山港区

下松港区

新南陽港区

徳山西IC

徳山東IC

315

489

188

２

２

三田川交差点

一般国道2号
周南立体事業

山陽自動車道

特定重要港湾
徳山下松港

徳山港区

下松港区

新南陽港区

順
位

路線名 車線数
２４時間
交通量

観測地点

1 一般国道2号 4 64,382 下松市末武中字岩崎

2 一般国道190号 4 64,310 宇部市妻先開作

3 一般国道2号 4 59,584 周南市桜木町2丁目

4 一般国道2号 4 55,061 周南市周陽2丁目

5 一般国道2号 4 50,535 下関市長府江下町0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

S58 S60 S63 H2 H6 H9 H11 H17

整備箇所における交通量の推移

55,061

観測地点：周南市周陽２丁目

県内トップクラス
の交通量

平成17年道路交通センサス調査（平日）による

渋滞状況
（三田川交差点付近）

整備後

　●事業区間通過時間　（住吉中前交差点～山陽自動車道　徳山東IC）
　　　　　　　　　　　　　　　 　２１分　→　１２分　（９分短縮）
　●港湾アクセス時間（特定重要港湾徳山下松港～山陽自動車道徳山東IC）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ２６分　→　１８分　（８分短縮）

三田川交差点

国道2号（周南市）のｋｍあたり渋滞損失時間（上下車線 数字単位は千人時間/年・km

60

207

21

105

367

280

182

国道2号三田川交差点前後区間で
渋滞による大きな時間損失があります！

グラフの背が高いほど渋
滞による時間損失が多い

ことを表しています！

国道2

徳山東IC

徳山西IC
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＜事例８＞ 

国際コンテナ通行支障区間の解消 一般国道９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 下関港へのアクセス道路として利用される一般国道９号は、線形不良箇所や、高

さ制限箇所区間があり国際標準コンテナの通行に支障のあるトンネルが６ｹ所存

在するなど、物流に多大な影響。  

・ 山陰道の整備により、物流の効率化が図られ、産業活動の国際競争力が向上。 

物流を効率化し、国際競争力を向上（島根県斐川町より） 

国道９号には線形不良区
間が多く事故が多発

度重なる災害で国道９号
が遮断→大幅な迂回

H18.7豪雨災害での法面崩壊

（多伎町）
線形不良箇所

事故による通行止め
発生

国際コンテナ通行支障ト
ンネル（６箇所）の存在

H15.12に仙山峠で地滑りが発生

現在は、国際コンテナの通行に支障がある
ため、コンテナに入れずに一旦複数のトラッ
クで下関港まで運んだ後に、コンテナに積
替て輸出。
国際コンテナへの積替えで時間ロスや作業
費が発生！

将来は、直接、工場から国際コンテ
ナに積み込み、山陰道を利用して
下関港まで行き、そのまま積み替
え無しで輸出したい。

現況 将来：山陰道整備

＜複数のトラックに分けて運搬＞ ＜国際コンテナで直接運搬＞

積み替え作業に1～2時間の
ロス・作業費が発生！

現在は、国際コンテナの通行に支障がある
ため、コンテナに入れずに一旦複数のトラッ
クで下関港まで運んだ後に、コンテナに積
替て輸出。
国際コンテナへの積替えで時間ロスや作業
費が発生！

将来は、直接、工場から国際コンテ
ナに積み込み、山陰道を利用して
下関港まで行き、そのまま積み替
え無しで輸出したい。

現況 将来：山陰道整備

＜複数のトラックに分けて運搬＞＜複数のトラックに分けて運搬＞ ＜国際コンテナで直接運搬＞＜国際コンテナで直接運搬＞

積み替え作業に1～2時間の
ロス・作業費が発生！

工場で製造した工業製品を、下関港を利用し、韓
国や中国へ輸出している。主に、国道９号を利用し
て運んでいるが、途中、線形の悪い箇所や高さ制
限区間があるため、国際コンテナでの運搬を諦め、
下関までは普通のトラックで分散して運搬している。
下関港で国際コンテナに積み替えることになるが、
順番待ち、入れ替え作業などに２時間程度かかり、
大変不便な思いをしている。山陰道ができれば、
国際コンテナでの運搬が可能となり、大幅な時間
短縮や、コスト縮減が図られる。

（島根県東部の製造業）

下関港下関港

高さ制限区間（国際コン
テナの通行に支障）

韓国・中国へ韓国・中国へ

県東部の工場

工場で製造した工業製品を、下関港を利用し、韓
国や中国へ輸出している。主に、国道９号を利用し
て運んでいるが、途中、線形の悪い箇所や高さ制
限区間があるため、国際コンテナでの運搬を諦め、
下関までは普通のトラックで分散して運搬している。
下関港で国際コンテナに積み替えることになるが、
順番待ち、入れ替え作業などに２時間程度かかり、
大変不便な思いをしている。山陰道ができれば、
国際コンテナでの運搬が可能となり、大幅な時間
短縮や、コスト縮減が図られる。

（島根県東部の製造業）

下関港下関港

高さ制限区間（国際コン
テナの通行に支障）

韓国・中国へ韓国・中国へ

県東部の工場
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（２）生活幹線道路ネットワークの形成 

＜事例９＞ 

安全で快適な移動の実現（地域高規格道路） 濃飛横断自動車道 

 

 

 

郡上八幡ＩＣ

下 呂

中津川ＩＣ

岐阜大学病院

５２分４５分将 来

６５分５６分１０年後

６５分８０分現 況

中津川ＩＣ郡上八幡ＩＣ

５２分４５分将 来

６５分５６分１０年後

６５分８０分現 況

中津川ＩＣ郡上八幡ＩＣ

下呂市から高速ＩＣまでの所要時間

下呂温泉病院から岐大病院までの所要時間

８０分（１時間２０分）将 来

１０６分（１時間４６分）１０年後

１５３分（２時間３３分）現 況

岐阜大学病院

８０分（１時間２０分）将 来

１０６分（１時間４６分）１０年後

１５３分（２時間３３分）現 況

岐阜大学病院

 
・ 濃飛横断自動車道は、高速交通網を補完するとともに、岐阜県の高速交通サー

ビスの空白地域である下呂地域へのアクセスを確保。 

・ 「人・モノ・情報」の交流を促進し、地域連携や産業の振興に大きく貢献。 

・ 特に、下呂温泉を始めとする日本有数の観光資源を有する郡上市、下呂市、中

津川市を結ぶ観光周遊ルートを形成し、地域産業の活性化に貢献。 

・ 濃飛横断自動車道の完成により、高速道路 IC への３０分アクセス人口が 

９８．８％に。 

高速交通網を補完し、観光周遊ルートを形成（岐阜県より） 

・アクセス時間の短縮 

・高速 IC アクセス 30 分交通圏の拡大 
（各市町村役場から最寄りのICへ概ね30分以内で到達できる市町村に在住する人口の割合（旧市町村単位で算出））

  

平成４年度末：８２．０％

平成１６年度末：９２．７％

東海北陸自動車道の開通東海環
状東回りの開通 等

平成４年度末→現在 東海環状自動車道西回り開通後 濃飛横断自動車道開通後

東海環状自動車道西回りの開通等
により→９６．８％

さらに、濃飛横断自動車道が開通す
ることにより→９８．８％

岐阜・西濃・中濃圏域のうち、物理的
に達成が困難な箇所を除き概ね目
標達成

物理的に達成が困難な箇所を除き

目標達成

将来



12 

＜事例１０＞ 

安全で快適な移動の実現（地域高規格道路） 西関東連絡道路 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県

甲府山梨道路Ⅰ期
Ｌ＝5.4ｋｍ（2/4車線）
（H18.12全線供用）

埼玉県

皆野･長瀞
ＩＣ

寄居折原
ＩＣ

411

139

140

20

299299

東京都

甲州市

甲府山梨道路Ⅱ期
Ｌ＝3.9ｋｍ（2/2車線）

供用中

事業中 ■　■　■　■

調査中 □　□　□　□

凡  例

花園ＩＣ

山梨市

●地域間広域道路ネットワークの形成
● 広域物流体系の確立
● 新たな周遊観光ルートの形成
● 信頼ある交通路の確立
● 交通状況、沿道生活環境の改善

西
関

東
連

絡
道

路
L=

約
11

0k
m（山

梨
県

L=
34

km
、埼

玉
県

L=
76

km
）

・  
・ 通過交通の転換により、現道の交通量が減り渋滞ポイントが解消。 

・ さらに、現道と併せ甲府都市圏との連絡が強化されるなど地域間の交流軸とし

て大きな期待。 

・ 沿線自治体から救急救命センターである県立中央病院への３０分到達圏が拡

大し（１．４万人）、周辺地域における救急医療サービスが向上。 

甲府都市圏との連絡が強化（山梨県より） 
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＜事例１１＞ 

安全で快適な移動の実現（地域高規格道路） 中九州横断道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 中九州横断道路により、大分市、熊本市間の地域ブロックの連携・交流を拡大。 

・ 県西部（竹田・直入地域）を中心に、大分市の医療施設まで６０分圏人口が 

約２万人増加。 

循環型ネットワークの形成、地域の生活・産業の支援。（大分県より） 

＜中九州横断道路＞ 
全延長 約１２０ｋｍ 
供用済 １３ｋｍ １１％ 
事業中 17km １４％  

【犬飼千歳道路（4.3km）供用時に確認された効果】 
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＜事例１２＞ 

安全で快適な移動の実現（地域高規格道路） 名豊道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 沿線各地域間の所要時間が大幅に短縮、地域交流の活発化や日常生活圏が拡

大。 

・ 国際物流拠点である三河港のアクセス性を大きく向上。 

・ さらに名古屋港、衣浦港、中部国際空港等へのアクセス道路として物流を支援。 

・ 国道１号の渋滞を緩和。 

陸/海/空の連携を強化（愛知県より） 

国道 1 号の渋滞緩和効果 

時間短縮効果 
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【参考】沿線市町村救急業務搬送状況（高知県越知町より）

％ （２．１回/日) （２．１回/日) （２．１回/日) （１．７回/日) （１．６回/日)

760件 754件 761件 630件 597件

分
60

(566) (558) (528) (429) (379)

30

(194) (196) (233) (201) (218)

26% 26% 31% 32% 37%
0

H14 H15 H16 H17 H18 年度

％ （３．２回/日) （３．４回/日) （３．４回/日) （３．８回/日) （３．７回/日)

1166件 1249件 1248件 1387件 1350件

(737) (705) (659) (709) (621) 分
60

30

(429) (544) (589) (678) (729)

37% 44% 47% 49% 54%
0

H14 H15 H16 H17 H18 年度

管外の医療施設（高知市・松山市）

一般国道３３号の山間部沿線町村では、救急業務搬送件数の３０％から５０％が、都市部の
第３次高度医療施設への搬送となっており、年々増加傾向にある。また、出動回数は１日約
２～４回と多く、かつ医療施設への到着時間も全国平均に比べ２倍となっている。

医療機関到着時間

高
知
県
内
平
均

高
吾
北
分
署

28
分

36
分

60
分

全
国
平
均

30
分

医療機関到着時間

54
分

25

25

愛
媛
県
内
平
均

久
万
高
原
町
消
防

【 高 知 県 】

50

75

管内の医療施設

50

28
分

全
国
平
均

100

75

高知県高吾北消防本部救急業務搬送状況

（所有救急車２台）

100

【 愛 媛 県 】

愛媛県久万高原町消防本部
（所有救急車３台）

救急業務搬送状況

２倍

２倍
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【参考】国道３６１号 伊那木曽連絡道路 平成１８年２月４日開通 

 
◇新たなバス路線が誕生し生活圏が拡大。 

○伊那木曽連絡道路の開通により木曽地域と伊那地域の所要時間は９０分から約４５

分に短縮。 
○地域医療や職の選択肢を拡大。 
○両地域を結ぶ定期連絡バス「ごんべえ号」が平成２０年４月より運行を開始。生活者

の足となり両生活圏の更なる交流に貢献。 

職の選択肢の拡大 医療の選択肢の拡大

2007年 2008年2006年
信濃毎日新聞

平成20年３月２０日掲載

信濃毎日新聞

平成20年３月２０日掲載

木曽在住で伊那中央病院へ
の外来患者が月最大９７名

両地域を対象とした求人が順調に
推移

1034件

866件

329件10件
270件

215件
68件3件

0

200

400

600

800

1000

1200

木曽地域を対象とした伊那地域内の求人件数（累計）

伊那地域を対象とした木曽地域内の求人件数（累計）

2006年２月 2008年２月2007年２月

※飯田国道事務所ヒアリング
（両地域の公共職業安定所）

2008年６月

両地域のお互いの地域を対象とした求人件数の推移

17件

36件
41件

35件

63件

75件

91件

75件

97件 96件

78件

4件
7件

3件 3件 3件
9件 8件

2件
8件 6件

11件

0

20

40

60

80

100

120

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

外
来
患
者

数
（

人
）

木曽在住で伊那中央病院に外来

伊那在住で県立木曽病院に外来

※飯田国道事務所ヒアリング(伊那中央病院及び県立木曽病院)

対象期間H18.2～H18.12

「ごんべえ号」運行開始で更なる生活圏拡大

★平成20年4月1日より定期路線バスとして

「ごんべえ号」を運行開始。

救急医療機関（木曽病院－伊那中央病院）を
結ぶことにより通院手段として活躍。

主要公共交通機関（鉄道・高速バス）を結ぶ事
で職の選択肢が拡大し、通勤手段として貢献。

信濃毎日新聞（平成１９年１月３０日掲載記事）

位置図

長野日報
平成２０年４月２日掲載記事

接続
ＪＲ中央線
高速バス
地域バス

岐阜県

接続
ＪＲ飯田線
高速バス

木曽地域 伊那地域

写真 ：ごんべえ号

木曽病院

伊那中

央病院

19

153
20

361

361

256
256

153 151

474

長野県

至名古屋 至名古屋 至豊橋

至高山

至東京

至長野

岐阜県

愛知県 静岡県

飯田市

駒ヶ根市

塩尻市

木
曽
町

中央自動車道

中津川IC 園原IC

長
野

自
動

車
道

中
央

自
動

車
道

JR
中央

本
線

伊那木曽連絡道路開通区間

岡谷JCT

三
遠
南
信
自

動
車道

ごんべえ号
運行ルート

天
竜
川

諏訪湖

高
遠
町

ＪＲ
飯

田
線

運行距離：43.1km(片道)
運行時間：１時間15分

長野県

位置図

長野日報
平成２０年４月２日掲載記事

長野日報
平成２０年４月２日掲載記事

接続
ＪＲ中央線
高速バス
地域バス

岐阜県

接続
ＪＲ飯田線
高速バス

木曽地域 伊那地域

写真 ：ごんべえ号写真 ：ごんべえ号写真 ：ごんべえ号写真 ：ごんべえ号

木曽病院

伊那中

央病院

19

153
20

361

361

256
256

153 151

474

長野県

至名古屋 至名古屋 至豊橋

至高山

至東京

至長野

岐阜県

愛知県 静岡県

飯田市

駒ヶ根市

塩尻市

木
曽
町

中央自動車道

中津川IC 園原IC

長
野

自
動

車
道

中
央

自
動

車
道

JR
中央

本
線

伊那木曽連絡道路開通区間

岡谷JCT

三
遠
南
信
自

動
車道

ごんべえ号
運行ルート

天
竜
川

諏訪湖

高
遠
町

ＪＲ
飯

田
線

運行距離：43.1km(片道)
運行時間：１時間15分

長野県長野県



 17

（３）慢性的な渋滞への対策 

＜事例１３＞ 

バイパスの整備 岡山バイパス、玉島バイパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 国道２号玉島バイパスは、特定重要港湾水島港と水島臨海工業地帯を結ぶ

重要な路線であるとともに、玉島ＩＣとも連結しており、今後さらなる交通量の増

加の予想。 

・ 高梁川大橋本線付近（上り付近）の渋滞により、沿線住民の日常生活、経済活

動に大きな支障。 

・ 倉敷立体区間（倉敷市新田～船穂町）の早期整備による、道路交通の安全確

保、高梁川大橋本線付近の渋滞緩和、沿線住民の日常生活の利便性・快適

性の向上。 

バイパスの整備による渋滞対策（岡山県倉敷市より） 

高梁川大橋本線付近（上り付近）の渋滞 

玉島バイパス L=9.3km 岡山バイパス L=38.3km

倉敷市役所

倉敷立体 L=7.7km

玉島ハーバーアイランド

H20.6現在 8区画約21ha分譲中 水島臨海工業地帯

至広島

至大阪

245ha

2890ha

玉島バイパス L=9.3km 岡山バイパス L=38.3km

倉敷市役所

倉敷立体 L=7.7km

玉島ハーバーアイランド

H20.6現在 8区画約21ha分譲中 水島臨海工業地帯

至広島

至大阪

245ha

2890ha

玉島バイパス L=9.3km 岡山バイパス L=38.3km

倉敷市役所

倉敷立体 L=7.7km

玉島ハーバーアイランド

H20.6現在 8区画約21ha分譲中 水島臨海工業地帯

至広島

至大阪

245ha

2890ha
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【参考】 多様な事業手法による渋滞対策（兵庫県より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 右折車線等の設置、交差点の再整備、道路の拡幅など多様な手法により渋滞対策を

実施。 

・ 即効対策により短時間で渋滞解消することでコストも縮減。 

・ 地元市町との連携・協働による取り組みを展開。渋滞交差点解消プログラムを公表し、

一般住民への周知を図り、効率的・効果的に取り組む。 

・ 渋滞交差点解消プログラムにより、２２３箇所の渋滞交差点を半減（１１１箇所）。 

・ 渋滞損失額を約４４０億円から約２９６億円に約３３％削減。 
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＜事例１４＞ 

開かずの踏切の解消 阪急京都線・千里線ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 大阪市では高度に人口・産業が集積。周辺地域からの通過交通の流入によ

り慢性的に渋滞。そのため他都市と比べて、自動車の平均速度は遅い。 

・ 大阪市における「開かずの踏切」は、ＪＲ阪和線の連続立体交差事業により 

１２箇所が解消したが、現在もなお２９箇所が存在。 

・ 踏切遮断により、交通渋滞や地域分断等が発生。 

・ 更なる連続立体交差事業の実施により、交通渋滞や地域分断の解消の他、

踏切事故、騒音・排気ガス等の道路環境等の改善が期待される。 

鉄道の連続立体交差化（大阪市より） 
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＜事例１５＞ 

開かずの踏切の解消 西鉄天神大牟田線（春日原～下大利） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 福岡都市圏南部である沿線地域は、踏切により道路が慢性的に渋滞。（福岡

県の渋滞損失額は全国第１１位） 

・ 連続立体交差事業により、緊急対策踏切８カ所を含む１２カ所の踏切を一体

的に除去し、渋滞緩和を図る。 

・ 花畑駅付近で行った立体交差化事業では、国道２０９号の旅行速度が時速 

１０．３キロから２８．６キロに向上。 

踏切遮断により交通に支障が生じているボトルネックの解消 （福岡県より） 

◆ 改善事例
   西鉄天神大牟田線（花畑駅付近）

◆踏切遮断時間
　　最大26分／時　→　0分／時
◆旅行速度（一般国道209号）
　　10.3km／時　→　28.6km／時へ向上

整備効果

◆対策箇所
  西鉄天神大牟田線（春日原～下大利）

朝夕の通勤通学
ラッシュ時1時間

上下線併せて

最大40本が通過

都市計画道路等が

東西に10数路線

事業計画区間

12時間当たりの遮断時間は

平均5時間/1箇所を超過

【春日原６号踏切】

（県道　那珂川大野城線）◆踏切遮断時間
　　最大39分／時　→　0分／時
◆旅行速度（県道 那珂川大野城線）

　　12.2km／時　を向上

整備目標

◆ 整備前の状況
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＜事例１６＞ 

公共交通機関等の利用促進 京都第二外環状道路・阪急新駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 長岡京市では朝夕ラッシュ時に慢性的な交通渋滞が発生。 

・ 京都第二外環状で通過交通を迂回させることにより慢性的な渋滞の緩和を図

る。 

・ 併せて IC と駅の結節点にパーク＆ライド駐車場等を整備し、長岡京市南部地

域における公共交通の利便性が向上。公共交通へのシフトを図る。 

・ これらの交通分散施策により中心市街地の交通渋滞緩和を期待。 

高速道路 IC と鉄道駅との一体整備による利便性向上（京都府長岡京市より）
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２．暮らし・環境 

（１）生活環境の向上 

＜事例１７＞ 

バリアフリー対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 名鉄新瀬戸、愛知環状鉄道瀬戸市駅の二つの鉄道路線が交差する利便性を活

かし、結節機能を充実。 

・ 併せて周辺の生活関連経路のバリアフリー化を図り、公共交通の利用促進やま

ちなか居住を促進。 

歩いて暮らせるまちづくりを目指す（愛知県瀬戸市より） 

 

⑦多機能トイレ

⑥多機能トイレ

②駅間経路の上屋設置

③ バス停の統合

④駐輪場整備

⑥駅構内ＥＶ設置

名鉄新瀬戸駅駅舎

愛環瀬戸市駅駅舎

交通結節点の機能充実

⑧新瀬戸駅南口

交通広場新設

駐輪場整備

⑦ＥＶ設置

⑤ 乗り換え場所設置

（障害者専用スペース）

①自由通路南北ＥＶ設置

  
生活関連経路のバリアフリー化
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＜事例１８＞ 

バリアフリー対策 都市計画道路 泉町平川線、一般県道陶湯田線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本路線は、主要な観光地である湯田温泉を通過し、山口大学へ通じる道路であ

り、通勤・通学などの日常生活をはじめ、観光交通にも利用されている重要路線。 

・ 現状は、交差点には、たまり（歩行者や自転車の信号待ちのスペース）が少なく、

歩道も狭く、また歩道がない箇所もあり、歩行者または自転車利用者の安全な通

行が未確保。 

・ 交差点部は食い違い形状になっており、円滑な通行に支障。 

・ 歩道の拡幅やたまりの確保、食い違い交差点の解消により、快適な歩行空間の形

成や、安心・安全の確保を目指す。 

安心・安全 人に優しい歩行空間の創造（山口県より） 

たまりが少ない！

段差や
急な傾斜！

車道9.0m植樹帯1.0m自転車歩行車道4.5m 自転車歩行車道4.5m植樹帯1.0m

7.0

2.0

2.0

9.0

食い違い
交差点

7.0

2.5

5.0

5.0

10.0

2.5

たまり
の確保

たまり
の確保

たまり
の確保たまり

の確保

歩道
拡幅

右折レー
ン設置

滞留長の
確保

食い違い交
差点の解消

整 備 前 整 備 後

県道陶湯田線

県道宮野大歳線
県道宮野大歳線

県道陶湯田線

市道
市道

段差の解消により安全な
通行を確保

幅広歩道の設置により快適

な歩行空間を確保
電線類の地中化により景観に

優れた歩行空間を確保

歩道がフラットで傾斜がなく
安全な通行が可能

 

下湯田交差点

次期あんしん歩行エリア
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＜事例１９＞ 

バリアフリー対策 一般国道１１９号 東町地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本路線は世界遺産「日光の社寺」への参道として、来訪者や市民に広く利用。 

・ 現状は、歩道が狭く、電柱等の支障物も多く、歩きづらいという意見が多数あり、さ

らに、観光シーズンには多くの来訪者が歩道からはみ出しており、「日光の表玄

関」としては見るに堪えない状態。 

・ 歩道を拡幅し、バリアフリー化、無電柱化することにより、来訪者の円滑な移動が

可能となり、また美しい景観が創出され観光地としての活性化を期待。 

まちづくりを支える道路整備（栃木県より）

狭くて電柱が林立する歩道の状況 

整備イメージ 
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＜事例２０＞ 

安全で快適な道路空間の形成（無電柱化） 

 

 

 

 

 

 

・ 歴史的街並みや自然景観を保全する地区、新しいまちづくり地区などにおい

て、無電柱化を推進。 

・ 安全で快適な歩行空間の確保、優れた景観の保全と形成、防災機能の強

化等を図る。 

・ 交差点部での集中的な実施により、低コストで高い効果を期待。 

交差点部を集中的に無電柱化（兵庫県より） 
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＜事例２１＞ 

安全で快適な道路空間の形成（無電柱化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 沿道の都市景観や都市防災機能の向上を図るため、無電柱化を推進。 

・ さらに、歴史のある街並みを復活・保全し、地域の観光を活性化。 

・ 路上障害物をなくすことにより、歩行者の快適な歩行空間を創設。 

無電柱化による観光振興、安全性の向上（千葉県より） 

効果１：観光振興

整 備 後

整 備 前

整 備 後 

整 備 前 

効果２：安全性の向上 
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（２）道路環境対策 

＜事例２２＞ 

道路環境対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
環境基準超過箇所（騒音）    

    H16 H17 H18 
３年連続

超過 

  国 道 8 9 7 6

路線数 地方道 37 33 25 13

   計 45 42 32 19

  国 道 25 33 18 12

箇所数 地方道 60 44 37 17

   計 85 77 55 29

＊自動車騒音調査結果（H19.10愛知県環境部）より、愛知県の

管理道路分を抽出 

 

・ 愛知県管理道路において、自動車騒音が環境基準を超えている箇所がＨ１８調

査では５５箇所あり、内２９箇所が３年連続環境基準を超えている。 

・ 既設舗装から低騒音舗装への切り替えを積極的に推進。 

・ 騒音低減による沿道環境の改善を期待。 

沿道環境改善事業の推進（愛知県より） 
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＜事例２３＞ 

道路環境対策 一般国道４号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・ 一般国道４号は首都圏から東北方面へ向かう広域軸を担っており、栃木県の生

活や経済を支える重要な路線。 

・ 激しい渋滞が発生しており、振動、騒音により、生活環境が劣悪な状況。 

・ バイパスの整備により、大型車を含めた通過交通が排除され、CO2 や NOx の排

出量削減や騒音レベルの削減が期待。 

・ 併せて大田原市最大の工場団地への輸送時間の短縮による地域の活性化や

地域住民の安全で安心な生活を確保。 

パイパス整備による生活環境の改善（栃木県より） 

渋滞の状況 
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【参考】熊野尾鷲道路（尾鷲南 IC～三木里 IC）平成 20 年 4 月 20 日開通 

尾鷲南IC

三木里IC

市立尾鷲総合病院
従来救急搬送経路

命の道経由
（熊野尾鷲道路）

開
通
区
間

三木里地区

紀北消防組合輪内出張所

事
業
中
区
間

尾鷲南IC

三木里IC

市立尾鷲総合病院
従来救急搬送経路

命の道経由
（熊野尾鷲道路）

開
通
区
間

三木里地区

紀北消防組合輪内出張所

事
業
中
区
間

 
 
熊野尾鷲道路の開通により  
○熊野尾鷲道路を経由する事で、搬送時間が三木里 
    地区で従来より約１５分短縮されました。 
○熊野尾鷲道路を利用すると、振動がなく搬送患者に 
  負担がかからなくなりました。 
○患者に負担がかからないので、従来経路と搬送時間 
   が同じでも、熊野尾鷲道路を、利用しています。 
   （輪内出張所救急隊員電話ﾋｱﾘﾝｸﾞより）

◇「命の道」で救急搬送開始！ 
■命の道（熊野尾鷲道路）一部開通 

  により三木里地区では、尾鷲総合 

   病院までの救急搬送所要時間が 

   約半分に！        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■命の道（熊野尾鷲道路）を経由した救急搬送が 
 ４月２０日の開通から４ヶ月で既既にに約約６６００件件のの利利用用  
                       （輪内出張所への聞き取り調査結果） 

 
三木里地区所要時間

従来経路 命の道
（熊野尾鷲道路）経路

約30分

約15分

約15分

短縮

＊H17ｾﾝｻｽ・規制速度等により算出。

（国道311号）

三木里地区救急搬送所要時間三木里地区所要時間

従来経路 命の道
（熊野尾鷲道路）経路

約30分

約15分

約15分

短縮

＊H17ｾﾝｻｽ・規制速度等により算出。

（国道311号）

三木里地区救急搬送所要時間

現道を使用した救急搬送状況

国
道

42
号

和歌山県

奈良県

三重県

京都府

愛知県

滋賀県位置図

紀
勢

線

東
名

国
道

25
号

国道１号

国
道

23
号

大阪府

大阪市

名古屋市

新名神
名神

国
道

42
号

和歌山県

奈良県

三重県

京都府

愛知県

滋賀県位置図

紀
勢

線

東
名

国
道

25
号

国道１号

国
道

23
号

大阪府

大阪市

名古屋市

新名神
名神

救急隊員のコメント 
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【参考】国道７号 琴丘能代道路 平成１９年８月１２日開通 

 
◇国道７号 琴丘能代道路が全線開通して救急搬送に貢献 

●平成19年8月12日
能代東～二ツ井白神間開通）

○二ツ井・藤里地域から二ツ井白神ICを

利用した救急搬送が開通後７ヶ月間で

延べ252件、琴丘能代道路を100%利用！

至 青森

至 秋田

至 五所川原

琴
丘
能
代
道
路

33
.8
km

●平成19年8月12日
能代東～二ツ井白神間開通）

○二ツ井・藤里地域から二ツ井白神ICを

利用した救急搬送が開通後７ヶ月間で

延べ252件、琴丘能代道路を100%利用！

至 青森

至 秋田

至 五所川原

琴
丘
能
代
道
路

33
.8
km

２ ４

２ ５

・事業期間：S58～H19年度 ・延長：３３．８km (三種町鹿渡～能代市二ツ井町)

・幅員：１２m（２車線） ・総事業費：約１，３００億円

○所要時間が１０分短縮

○国道７号の通過交通のうち
約５割が琴丘能代道路へ転換

開 通 前 ３４分
（能代山本組合病院～旧二ツ井町間）

開 通 後 ２４分

国道７号 ：7,400台/日

琴丘能代道路：8,200台/日
国道7号：14,500台/日
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【参考】東海北陸自動車道（飛騨清見 IC～白川郷 IC）平成 20 年 7 月 5 日開通 

◇一本のトンネルが家族だんらんへ 

○白川村には高校がなく高校生は下宿生活を余儀なくされていた 

○東海北陸自動車道（飛騨清見 IC～白川郷 IC）の開通を見据え、村が通学バスの委

託運行開始（３ヶ月間） 

○開通後は路線バスが新設され、下宿による経済的負担の緩和。 

親子が毎日、顔を合わせられる安心感が向上 

H20.7.5 開通区間

L=25km

東海北陸自動車道

：高山市内の高校

路線バス運行経路

白川村～高山市

約1時間

2008年7月開通

東
海
北
陸
自
動
車
道

N

富
山金

沢

名古屋
大津

１ヶ月当たりの費用比較

0

4

8

12

下宿 自宅通学

（万円）

約１０万円／月

定期代 ２万８千円／月

（新聞報道より） （バス会社HPより）

高校生の通学が可能になるのも大きい。これまで、村
の高校生は3分1が高山、3分の1が富山、残りが岐

阜市近郊に進学し、下宿していた。それが、全通でバ
ス通学が可能になるため、今年から高山への進学が
グッと増えた。やはり自宅から通えるというのが一番
いいのではないか。

白川村長のコメント（H20.7.4岐阜新聞より）

H20.7.8岐阜新聞 H20.7.8中日新聞 

「困ったとき、すぐ親に相談できる」 
「通学時間が短くなり、朝の時間にゆとりができ、 
お弁当を作ってくれる母の負担が減ってうれしい」 
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３．安全 

(1)交通安全の向上 

＜事例２４＞ 

 道路の特性に応じた交通事故対策 主要地方道 市川印西線、船橋我孫子線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 千葉県内の交通事故死者数は、全国ワースト４位(H１９：２５４人）であり、うち 

６５歳以上の高齢者が占める割合が４割以上。 

・ 歩道整備により、高齢者等の歩行者・自転車の交通事故削減に取り組む。 

・ また、交差点内での右折に起因した事故については、右折レーンの設置によ

り、安全の向上を図る。 

交通事故の削減、歩行者等の安全の確保。（千葉県より） 

至

国
道
16
号

至

我
孫
子

右折事故
追突事故

交差点内事故対策（主要地方道 船橋我孫子線）

右折レーン
の設置

周辺には
小中学校があり
歩道整備が必要

事故状況図

 

踏切道内における歩道の整備

対策後 

歩道の整備（主要地方道 市川印西線）
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＜事例２５＞ 

道路の特性に応じた交通事故対策 国道３１７号 今治市役所前交差点改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S

 

・ 今治市役所前交差点においては、３カ年（H１６～H１８）で４３件の事故が発生。（う

ち１件が死亡事故） 

・ 交差点がロータリーとなっており走行経路が複雑であることや、横断歩道の視認

性が悪いことなどに起因する交通事故が多発。 

・ 事故率の高い箇所において、実状に即した対策を早期に実施していく必要。 

交通事故を減少させる交差点改良（愛媛県より） 

整備後（イメージ） 
現     況 



 34

【参考】京奈和自動車道（大和区間） 平成 18 年 4 月 15 日開通 

 
◇周辺道路の交通量の減少により交通事故件数が約３割減少 

※京奈和自動車道（大和区間）  
  郡山南ＩＣ～橿原北ＩＣ Ｈ１８年４月１５日供用 

開通前
開通後

交通量が

減少 

県道結崎田原本線 宮前橋付近交差点
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【参考】国道 283 号 仙人峠道路 平成 19 年 3 月 18 日開通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲釜石～遠野間の通勤車両燃料費（試算）

○自動車の燃費が10～18％向上

○釜石・遠野間の通勤距離が５ｋｍ短縮

開通前

３４ｋｍ

開通後

２９ｋｍ

▲釜石～遠野間自動車燃費の変化

【算定条件】
（供用前） 34km／10km/ℓ×140円/ℓ×2×250日 ＝ 23.8万円/年
（供用後） 29km／11km/ℓ×140円/ℓ×2×250日 ＝ 18.4万円/年
年間燃料費削減量 （23.8万円－18.4万円） ＝ 5.4万円/年

0

5

10

15

20

25

供用前 供用後

18.4
万円/年

23.8
万円/年

5.4万円/年

10.0 12 .0
8 .0

11 .0
14 .0

9 .4

0

5

10

15

2000ｃｃ
4WD車

660ｃｃ
4WD車

3000ｃｃ
4WDワゴン車

開通前 開通後

18％

17％
10％

km/ℓkm/ℓ km/ℓkm/ℓ

km/ℓkm/ℓ

②通勤(釜石～遠野)の
ｶﾞｿﾘﾝ代を年間５万円節約

○ガソリン代を５万円削減

▲釜石市における観光消費額の変化（試算）

○釜石市内で観光客が消費する金額が

１１億円増加し、約1.2倍

【算定条件】
釜石市の観光入込数 H18：約94万人 H19：約111万人（実績値）
１人１日当り観光消費額 6,657円 （H18岩手県観光統計概要）

0

20

40

60

80

100

H18 H19

73億円
62億円

③釜石市の観光・行楽客が
７年ぶりに100万人突破

11億円

131
134

109
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111
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89 90
81
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100

110

120

130

140

150

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

111万人/年111万人/年

▲観光入込数の変化（釜石市）

※H17の落込みは、

「まるごと味覚フェスティバル」時の天候不順等によ
る

○釜石市の観光入込数が１１１万人／年

▲仙人峠道路利用者アンケート結果

○約６割の利用者が、急勾配、旧カーブの
解消で、安全・快適な走行を実感

回答数

５９８件

急勾配、急
カーブが無く
なり、快適・安

全に走れるよ
うになった

56%（336件）

移動時間が短
縮された

29%（176件）

冬でも安心して走れる
ようになった 12%（69

件）

景色が良いと感じた
3%（17件）

①峠道の解消で
安全・快適な走行が実現

▲交通死傷事故件数の変化
（H19.3.18～H20.2.29）

○交通事故発生件数が半減

3

16
5

0

5

10

15

20

H14-H18平均 H19開通後

仙人峠道路

現道(国道283号)

8件/年

16件/年

新しい道路は、勾配は緩く、急カーブも解消、道
幅も広く、トンネルは明るく快適に運転が出来ます。

以前は、新車を固定しているワイヤーのゆるみ、
張り出す木の枝でのキズの発生等を気にしながら、
急カーブ、急勾配区間で細心の注意を払ってハン
ドル・ブレーキ操作をしていましたが、新しい道路
ではこれらの心配が必要なく、精神的ストレスが半
減、運転の疲れも大幅に低下しました。

（トヨタ輸送(株)ドライバーのコメント）
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＜事例２６＞ 

通学路における歩行空間の整備 国道１１８号（東館小学校）ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 県内の小学校５２１校のうち２３４校で通学路に歩道未整備箇所が残っており、早

期の解消が課題。 

・ 通学路の歩道未整備区間の中でも、利用児童が多い通学路を重点的に対策。 

通学路の歩道整備により通学児童の安全を確保（福島県より） 

 ●県北地域
粟野小学校 伊達市 1.3 （主）浪江国見線
小坂小学校 国見町 1.5 （主）白石国見線　他
油井小学校 二本松市 3.1 （一）福島安達線　他
他　４４校

県北地域　全１２０校中　４７校 62.4
 ●県中地域

常葉小学校 田村市 4.1 国道２８８号　他
中谷第二小学校 石川町 2.2 （一）石川鴇子線
湯本小学校 天栄村 2.0 国道１１８号
他　７１校

県中地域　全１４１校中　７４校 77.3
 ●県南地域

釜子小学校 白河市 1.4 （主）棚倉矢吹線　他
東館小学校 矢祭町 1.8 国道１１８号　他
他　２３校

県南地域　全４６校中　２５校 26.0
 ●会津若松地域

河東学園小学校 会津若松市 1.3 （主）北山会津若松線　他
笈川小学校 湯川村 1.6 （一）浜崎高野会津若松線
高田小学校 会津美里町 1.1 国道４０１号　他
他　１２校

会津若松地域　全３７校中　１５校 12.2
 ●喜多方地域

喜多方第一小学校 喜多方市 0.2 （主）喜多方西会津線　他
熊倉小学校 喜多方市 5.7 （主）北山会津若松線　他
他　１０校

喜多方地域　全３５校中　１２校 14.3
 ●南会津地域

南郷第一小学校 南会津町 1.1 国道４０１号　他
南郷第二小学校 南会津町 1.3 国道２８９号　他
朝日小学校 只見町 1.8 国道２８９号
他　８校

南会津地域　全１６校中　１１校 15.0
 ●相双地域

上真野小学校 南相馬市 1.2 国道６号　他
新地小学校 新地町 1.3 （一）新地停車場釣師線　他
熊町小学校 大熊町 1.0 （一）小良ヶ浜野上線
他　２１校

相双地域　全４９校中　２４校 35.7
 ●いわき地域

湯本第一小学校 いわき市 0.6 （主）常磐勿来線
磐崎小学校 いわき市 0.6 （主）常磐勿来線
他　２４校

いわき地域　全７７校中　２６校 24.2

福島県全体　全５２１校中　２３４校 267.1

No. 小学校 市　町　村
安全な歩行空間が確保されていない

道路とその区間の延長(km)

福島県内の小学校５２１校のうち、２３４校で
歩道未整備箇所が残っています

未整備
２３４校

整備済
および
国県道
対象外
２８７校
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＜事例２７＞ 

通学路における歩行空間の整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 地域コミュニティの中心である小学校１ｋｍ圏内の歩道整備を重点的に実施し、

通学路の安全性を確保。 

・ 高齢者を含めた地域の多様な道路利用者に安全で快適な道路空間を提供。 

小学校１km 圏内の歩道整備（兵庫県より） 
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＜事例２８＞ 

通学路における歩行空間の整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 京都府域の通学路のうち、概ね２／３の道路に歩道未整備。 

・ 歩道設置が必要な道路のうち、通学路を優先的に整備。 

誰もが安心して歩ける道路整備。（京都府より） 
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＜事例２９＞ 

自転車利用環境の整備 都市計画道路 中島染羽線   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・ 幅員が狭く、交通量が多いために通学、買い物の歩行者や自転車利用者に

とって危険な状況。 

・ 安全で快適な通行環境の整備により、魅力ある商店街の形成、中心市街地

の活性化を図る。 

中心市街地の快適な通行環境整備（島根県より） 

益田市役所

ＪＲ益田駅

市民学習センター

芸術文化センター図書館

中島染羽線

再開発事業 H19.2完成

グラントワ H17.10開館

未着手

実施中 完了

完了

中島染羽線 L=1,700km

整備箇所

L=1,700m

未整備箇所

【工事箇所諸データ】

〔幅 員〕

（現況） 車道 5.5ｍ 全幅 8.0ｍ

（改良） 車道 6.0ｍ 歩道 4.5ｍ（両側） 全幅
19.0m

【グラントワ累計入込客数】

〔整備箇所では・・・〕

整備後

歩行者・自転車も

安全・快適に利用
18.4

45.5
78.4

(万
人

)

0

25
50

75
100

H17 H18 H19

H19.12.13(開館796日目)に

100万人達成！
（１日平均1,256人）
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＜事例３０＞ 

自転車利用環境の整備  

 

 

 

 

 

 

・ 歩行者及び自転車利用者の安全を確保するため、自転車レーンの設置や自転

車歩行車道に自転車通行部分を明示するなどの自転車走行空間の整備を推

進。 

市街地における自転車走行空間の整備（兵庫県より） 

）
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＜事例３１＞ 

自転車利用環境の整備  

 

 

 

 

 

 

 

・ 県民の皆さんからの提案や意見を取り入れ、今ある道路に「ひと工夫」を加えるこ

とで、安全、便利、快適に。 

とやまのみちフレッシュアップ事業による自転車道整備（富山県より） 

）

狭いうえ、段差もあり利用しにくい 

自転車歩行者道 

側溝敷を有効利用するとともに、 

歩道と自転車道を視覚的に分離した 

自転車歩行者道 

整備前

整備後
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（２）防災・減災対策 

＜事例３２＞ 

耐震対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川に架かる大規模な

橋梁や重要路線上の

橋梁で耐震対策ができ

ていない。

○道路施設（橋梁）耐震化の課題

大規模地震により、広

域緊急交通路が寸断さ

れる可能性あり。

←阪神・淡路大震災で
倒壊した阪神高速３
号神戸線

主な耐震未対策橋梁

淀川に架かる大規模な

橋梁や重要路線上の

橋梁で耐震対策ができ

ていない。

○道路施設（橋梁）耐震化の課題

大規模地震により、広

域緊急交通路が寸断さ

れる可能性あり。

←阪神・淡路大震災で
倒壊した阪神高速３
号神戸線

主な耐震未対策橋梁

和歌山県の緊急輸送道路ネットワーク

緊急輸送道路を

集中的に整備し、

３０年以内に発生

する確率が高いと

いわれる東南海・

南海地震による

大規模災害時の

救助活動や物資

輸送の円滑化

●橋梁耐震化
●地震・風水害等に対する道路法面強化

○橋梁耐震・道路法面強化

【対策事例】
国道３１１号（真砂大橋）耐震補強工事

和歌山県の緊急輸送道路ネットワーク

緊急輸送道路を

集中的に整備し、

３０年以内に発生

する確率が高いと

いわれる東南海・

南海地震による

大規模災害時の

救助活動や物資

輸送の円滑化

●橋梁耐震化
●地震・風水害等に対する道路法面強化

○橋梁耐震・道路法面強化

【対策事例】
国道３１１号（真砂大橋）耐震補強工事

 

 

・ 阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、将来に発生が予測される東南海・南海地震

などの大規模地震への対応が急務。 

・ 救急・救援活動の支援、物資の輸送、緊急輸送路の確保のため耐震対策を実

施。 

橋梁の耐震化 （和歌山県、大阪市より） 

大阪市 

和歌山県 
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＜事例３３＞ 

耐震対策 主要地方道 七尾輪島線 高瀬橋、七尾輪島線 市ノ坂大橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※支承のサイドブロックは落橋しないように移動を制限するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 石川県では耐震補強対策として落橋防止構造の設置や橋脚補強の整備を推

進。 

・ 平成１９年の能登半島地震において、落橋はゼロ、橋脚の一部に損傷はあったも

のの、柱については損傷が見られなかったなど効果が実証。 

能登半島地震における落橋防止構造や橋脚補強の効果 （石川県より） 

 

変 位 制 限 構 造 で あ る
支承サイドブロックが損傷

破断 

落 橋 防 止 構 造 が
正 常 に 機 能 し た 痕 跡

移動 
地震による
引っ張り 

鋼 板 巻 立 て に
よ る 耐 震 補 強

柱に損傷は全く見られない 

梁 の か ぶ り
コ ン ク リ ー ト の 剥 落

縁 端 拡 幅 に よ る 
落 橋 防 止 構 造 

主要地方道 七尾輪島線 市ノ坂大橋 

主要地方道 七尾輪島線 高瀬橋 
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＜事例３４＞ 

道路斜面等の防災対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 津軽下北両半島の海岸沿いや八甲田山麓を横断する代替路のない主要幹線道

路などで頻発する大規模な落石等が頻発。 

・ 緊急輸送道路をはじめとして道路の法面対策や橋梁震災対策、また災害発生時

の代替路の確保に係る道路整備を計画的に進める必要。 

日常生活や経済活動を支援する安全で信頼性の高い道路機能の確保（青森県より）

３

４

２

１

２ ３

一般国道１０２号十和田市奥入瀬渓流

１

(H20.7.24発生）
十和田湖（休屋）までの所要時間が
迂回により１時間増

３

４

２

１

２ ３

一般国道１０２号十和田市奥入瀬渓流

１

(H20.7.24発生）
十和田湖（休屋）までの所要時間が
迂回により１時間増

④夏泊公園線〔半島を周回する道路〕（全面通行止め、H17.4 発生） 
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＜事例３５＞ 

雪寒対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 雪による道路幅員減少、歩行空間の閉塞、路面凍結による事故などの交通傷害

の解消が課題。 

・ 青森県の冬期通行不能率は全国ワースト１位の１４．２％。 

冬期における快適な道路空間の確保（青森県より） 

2,4603,223
（1.3）

3,428
（1.4）

県施行の除雪費（百万円）

（下段：平均比）

113145
（1.3）

174
（1.5）

青森市の最大積雪深(cm）

（下段：平均比）

10年平均

（H9～H18）

H17H16

2,4603,223
（1.3）

3,428
（1.4）

県施行の除雪費（百万円）

（下段：平均比）

113145
（1.3）

174
（1.5）

青森市の最大積雪深(cm）

（下段：平均比）

10年平均

（H9～H18）

H17H16

［平成 16、17 年豪雪の概要］ 
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＜事例３６＞ 

災害のおそれのある区間を回避する道路 東北横断道釜石秋田線、 

三陸縦貫道、国道４５号・１０６号周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 大地震時に国道４５号・１０６号等が通行不能となった場合には、太平洋沿岸部の

各市町村に孤立集落が出来るおそれ。 

・ 仙台市や盛岡市を中心とした県内陸部主要都市との間に代替性のある道路ネ

ットワークが必要。 

・ 併せて、観光客の入り込み数の大幅増、水深の深い釜石港を活用した輸出用

自動車の積み出しの大幅増、宮古や気仙沼に水揚げされる魚介類の販路拡大

など地域活性化が期待。 

過去に津波被害をうけた地域での緊急輸送路の必要性 

（岩手県宮古市・釜石市、宮城県気仙沼市・本吉町・南三陸町より） 

昭和３５年：チリ沖地震津波 

昭和４３十勝沖地震津波 
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＜事例３７＞ 

安心な市街地の形成 尼崎港川西線外３線    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

・ 尼崎港川西線外３線は、４車線化による交通の円滑化により、沿道商業施設の立

地が進み、雇用の場等を提供するなど、地域経済の活性化に寄与。 

・ 沿道に５階以上の建築物の建築が進み、土地利用が高度化。 

・ 都市の骨格軸として、延焼防止や震災時の通行空間の確保など防災空間として

の役割を担う。 

都市の骨格を形成する幹線道路の４車線化整備（兵庫県より） 

整備前

整備後

（ＪＲ福知山線交差箇所（ＪＲ福知山線交差箇所 川西市小花付近）川西市小花付近）

－阪神・淡路大震災での事例－
道路幅員と建物倒壊に伴う通行可能性調査結果によると、幅員８ｍ以上の道路はほぼ１００％車両通

行可能であった。このことから、倒壊等を考慮した車両通行に必要な幅員（消防活動等に必要な幅員＋
落下等により閉塞される幅員）は８ｍ程度と推定される。この結果からも避難路として１５ｍ以上の幅
員が必要であると言える。

阪神・淡路大震災における道路幅員と道路閉塞との関係
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４．既存ストックの効率的活用 

（１）安全・安心で計画的な道路管理 

＜事例３８＞ 

道路橋の長寿命化（予防保全）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 県内の国道・県道の橋梁５，２０２橋のうち、約５００橋が老朽橋。 

・ １０年後には全体の３割にあたる約１，６００橋、２０年後には全体の６割にあたる

約２，９００橋が老朽橋に。 

・ 修繕や更新の費用が増大するため、計画的かつ効率的に実施。 

１０年後に橋長５０ｍ以上の老朽橋の数は今の５倍以上に（福島県より） 
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：　現在、架設後５０年以上経過している
　　橋長５０ｍ以上の車道橋

：　今後１０年間で、架設後５０年以上を経
　　過する橋りょうとして新たに加わる橋長
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：　現在、架設後５０年以上経過している
　　橋長５０ｍ以上の車道橋

：　今後１０年間で、架設後５０年以上を経
　　過する橋りょうとして新たに加わる橋長
　　５０ｍ以上の車道橋
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５倍以上に
増加！！
５倍以上に
増加！！

現在、架設後５０年以上経過している約５０

０橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋 

２８橋２８橋２８橋
 

今後１０年間で、架設後５０年以上を経過す

る橋りょうとして新たに加わる約１０００橋

のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋 

１１２橋１１２橋１１２橋
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＜事例３９＞ 

道路橋の長寿命化（予防保全）  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 和歌山県では、築５０年以上(１５m 以上)の橋梁が９６橋(１１％)あり、２０年後には 

３８６橋(４４％)。 

・ 維持管理サイクルを継続し、予防保全に集中することで、今後のライフサイクル

コストを縮減。 

橋梁の予防保全により今後の維持管理費を縮減（和歌山県より） 

○米国、日本、和歌山県の建設年比較○米国、日本、和歌山県の建設年比較



 50

＜事例４０＞ 

地域性を踏まえた維持管理、コスト縮減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 地域が主体の新たな道路維持管理システムの構築を目指して、「えひめ愛ロー

ド運動」を推進。 

・ 草刈などの道路の維持管理を地域住民、NPO、民間企業等と協働して実施。 

地域住民、企業、NPO 等との協働で維持管理（愛媛県より） 

【えひめ愛ロード運動】のスキーム
①えひめ愛ロードサポーター事業
・パートナーのボランティアにより、道路の美化活動等を行う。
②えひめ愛ロードスポンサー事業
・パートナーの寄付等により道路の除草等や照明灯の整備を行う。
③えひめ愛ロードコミュニティ事業
・自治会等の地域コミュニティに委託し、道路の除草等を行う。

【えひめ愛ロード運動】のスキーム
①えひめ愛ロードサポーター事業
・パートナーのボランティアにより、道路の美化活動等を行う。
②えひめ愛ロードスポンサー事業
・パートナーの寄付等により道路の除草等や照明灯の整備を行う。
③えひめ愛ロードコミュニティ事業
・自治会等の地域コミュニティに委託し、道路の除草等を行う。

 

【愛ロードサポーター事業（ｊ）】 

●地域の住民や団体等が、道路の植

樹帯や歩道等において、抜根草除草、

草花植栽管理、ごみ清掃を行う。 

H20年 124団体（構成員5,466人） 

233kmで活動中 

【愛ロードスポンサー事業（道路照明灯）】 

●社会貢献に理解のある企業等の協賛

金を活用して道路照明灯の設置を行う。 

●県が必要とする道路照明灯の新設、更

新にあたり道路照明灯の材料費（約２４

万円/基）を企業等スポンサーが負担する

かわりに、県は協力を受けた旨の表示板

を設置（表示期間；10年間）する。 

※Ｈ20年度は県内11箇所36基を対象に

募集。 

【愛ロードコミュニティ事業（ｊ）】 

●中山間地域を中心に、地元

自治会等に道路の路肩や法面

等の草刈を業務委託する（有

償） 

 

H20年 45団体 192kmで実

施 
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＜事例４１＞ 

地域性を踏まえた維持管理、コスト縮減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 千葉県では、アダプトプログラムとして、１０団体と協定を結び、協働・連携して安

全で地域にふさわしい快適な道路環境づくりを推進。 

アダプト制度による多様な主体の連携強化（千葉県より） 

【国道２９５号での植栽状況】
 

房総フラワーライン
 

除草や植栽管理

美化作業

除草や植栽管理

美化作業
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（２）既存高速道路ネットワークの有効活用・機能強化  

＜事例４２＞ 

効果的な料金施策 瀬戸内しまなみ海道 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 料金割引により、県境断面の交通量が大きく増加。 

・ 物流、観光振興、現道の交通円滑化など、地域の活性化に大きな効果を期

待。 

瀬戸内しまなみ海道の料金割引により地域活性化（広島県より） 

178

212

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

割引前 割引後

平日夜間・深夜（大型車）

交
通
量
（台
／
６
Ｈ
）

19
%
増
加

割引前割引前 割引後割引後

１７８１７８

２１２２１２

2,355

2 ,524

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

割引前 割引後

７%
増
加

休日昼間（普通･軽）

交
通
量
（台
／
８
Ｈ
）

割引前割引前 割引後割引後

2,5242,524

2,3552,355

▼高速道路の料金割引による観光振興効果▼高速道路の料金割引による観光振興効果

しまなみ海道沿線 観光施設入込客数

413

476

350

400

450

500

550

実験前 実験後

（単位：千人/4ヶ月）

＋15％

【沿線の観光施設事業者の声】

・前年同時期に比べ，利用客が増えた。

割引が地域活性化に繋がるので継続を。
（A社：今治）

・割引が徐々に浸透しお客様が増加している。
（B社：今治）

・予約なしのお客様が増えた。
割引をきっかけにお越しいただいている。

（C社：因島）
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＜事例４３＞ 

スマートインターチェンジの増設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 安比高原は、年間約１１７万人の観光客が訪れる岩手管内有数の観光地。 

・ 約半数の観光客は東北縦貫自動車道からスキー場へのアクセスが悪いなどの道

路状況について不満。 

・ 安比スマートＩＣの整備により、安比高原へのアクセス性が向上（３６分→３０分）。 

・ ＥＴＣ割引とセットの旅行パック商品の開発により、スキー客の増加やその他レジ

ャー施設の利用増加を期待。 

観光振興に向け安比高原へのアクセス改善（岩手県八幡平市より） 
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安比スマートIC

6分
短縮

安比高原
牧場

▲安比高原スキー場

▲パック旅行の商品開発

▲盛岡市～安比高原への所要時間短縮 資料：H17道路交通センサス
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▲パック旅行の商品開発

▲盛岡市～安比高原への所要時間短縮 資料：H17道路交通センサス

▲安比高原牧場


